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ラフィーによる分画と LC/MS/MS 法による解析により、カリクレイン５ (KLK5) を候補
蛋白として同定した。精製 KLK5 は rhFLG を効率良く分解し、その分解は KLK5 
の中和抗体および特異阻害薬により阻害された。正常ヒト表皮角化初代培養細胞へ
KLK5 shRNA を導入して KLK5 の発現を抑制すると、プロフィラグリンのプロセシン
グが阻害された。一方 scramble shRNA を導入した細胞では正常にプロセシングされ
た。ヒト正常皮膚検体を用いてフィラグリンと KLK5 の局在を蛍光免疫組織化学染色
法、proximity ligation assay 法、免疫電子顕微鏡法を用いて検討した結果、両分子









論文審査担当者 主査 浦野 哲盟 
副査 梅村 和夫 副査 福家 辰樹 
 
 
